
平成22年度　長崎大学重点研究課題　
持続可能な東アジア交流圏の構想に向けた人文・社会科学のクロスオーバー

「共生」概念の学際的統合にもとづいて

南京大学社会学院講演会

グローバル化時代 における
中国／日本社会 の 現在
―相互理解に向けた南京大学社会学院との対話―

2011年3月30日(水)　15:00～18:00
於：長崎大学環境科学部　大会議室

開式の言葉：長崎大学環境科学部副学部長　葉柳和則

【中国を理解するための５つのキーワード】
　周暁虹：中国の中産階級（南京大学社会学院院長）
　成伯清：中国のポストモダン（南京大学社会学院副学院長）
　张鸿雁：中国の都市文化資本（南京大学社会学院・都市科学研究院院長）
　翟学偉：中国人の社会関係（南京大学社会学院・心理学系主任）
　範　可：中国の開発政策（南京大学社会学院・人類学研究所所長）

【日本を理解するための３つのキーワード】
　西原和久：日本の外国人問題（名古屋大学大学院環境学研究科・日本社会学理論学会会長）
　保坂　稔：日本の環境問題（長崎大学環境科学部）
　葉柳和則：日本の現代文化（長崎大学環境科学部副学部長）

【総括討論】
　
司会：増田研（長崎大学環境科学部）

通訳：呂斌（南京大学外国語学院）、吴暁娜（名古屋大学大学院環境学研究科）

主催：南京大学社会学院講演会実行委員会
問い合わせ：葉柳和則（095-819-2739）、増田 研（095-819-2734）
　　　　　　保坂 稔（095-819-2728）


